










学位論文名 Studies of Polγmorphic DNA Fingerprinting and Lipid Pattern of 
Mycobacterium tuberculosis Patient Isolates in Japan 
(日本国内患者分離結核菌株のDNAフィンガープリント多型性と脂質パ
ターンの多様性に関する研究)















れをナイロン膜に転写したのち， polymerase chain reaction(PCH.)法により増幅して得られた186110
とhybridi持したのち， DJ¥A画分を発色して各歯株のRFLPパターンを得た。各菌株からの脂質の抽出は，












6'-dirnv<:olaw)は，すべての閑株に釘在していたのに反して， virulence f Actorのーっとされる



























tor (trehalose 6，6' -dimycolate)は全ての菌株に存在していたのと比べて. sulfolipid (2，3，6，6'-
tctraacyl trchalosc 2'-sulfate)は菌株によって含量に差があり， 32株中5株には全く存詐.しなかった。
文菌株によってcordfactorにRf値が近い末ー知の糖脂質が検!lされ (249X). この脂質はrharnnoseと2-
O-methyl rharnnoseを1:1 (モル比)で含む新しいphenolglycolipidの一種と考えられた。なお結紘核‘岩
者者-の血清は上記の糖脂質抗原中， cord factor には最も普遍的に高い抗体価を示して反応した。以上の結
集は，IS6110を用いるRFLP分析と脂質パターン分析の組み合わせが感染源の菌株特定化に有用であるば
かりでなく，菌株の抗原性や病原性の推定にも有用な情報をあたえることから，結核感染の新しい細菌学
的診断に貢献するものと考えられ，著者はよって博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。
